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１．バス車両の追加購入
1.1　購入予定車両

１

EV Motors Japan社が提供するEVコミュニティバスを導入予定
大容量バッテリーと世界最高クラスの低消費電力システムを搭載し、1回の充電で290kmの長距離走行が可能

F8 series-4-Mini Bus シングルドア

寸法（mm）

全長 6,990

全幅 2,105

全高 3,100

座席数（人） 12(座席)+16(立席)
+1(運転席)

乗車定員（人）※立席込み 29名

バッテリー容量（kWh) 114

（出典）EV Motors Japan



１．バス車両の追加購入
1.2　OKICA（非接触型ICカード乗車券）の導入

２

現在、運行している名護市コミュニティバス（なご丸）と同様に、運賃決済端末OKICA（オキカ）を導入
路線や乗車区間により運賃設定が異なること、割引運賃の設定があることから降車時に決済端末の運賃区分ボタ
ンを利用者が押下の上、決済していただく方法での運用を予定

■運賃(名護市コミュニティバス(なご丸))

■割引運賃対象者(名護市コミュニティバス(なご丸))

参考：現在運行している車両へ導入している端末

路線名 発着地 運賃

循環線 均一料金 200円

対象 運賃 確認方法

一般 200円 －

未就学児

無料

目視

高齢者
(65歳以上) 免許証・保険証・年金手帳

障がい者 障がい者手帳・ミライロID

学生
(小・中・高)

半額
(100円)

小 学 生：目視
中・高校生：学生証



１．バス車両の追加購入
1.3　その他キャッシュレス対応

３

国内外の利用者の利便性向上を図るため、現在運行している名護市コミュニティバス（なご丸）と同様にクレジット
カード決済端末を導入

対応する決済ブランド

・VISA　
・ＪＣＢ　
・ＡＭＥＲＩＣＡＮ　ＥＸＰＲＥＳＳ
・Ｄｉｎａｒｓ　Ｃｌｕｂ　
・Ｄｉｓｃｏｖｅｒ　　

1.4　SuicaおよびSuicaと相互利用する交通系ICカードが利用できる環境構築へ向けた協議
OKICAは地方独自の交通系ICカードであり、沖縄県以外の鉄道・バス事業者で利用できない状況
国内からの観光客や訪日外国人の利便性向上を見据え、既にゆいレールにてサービスが開始されている首都圏で
広く普及しているJR東日本が発行する交通系ICカード「Suica」をはじめとする全国相互利用が可能な「10（テ
ン）カード」が利用できるように協議が必要

■参考　全国相互利用ICカード（10カード）■参考　ゆいレール　おしらせ
　　　　　 「Suica」サービスが始まりました（2020/3/16）


